
蒲郡市青少年センター通信 

蒲郡市青少年センター（生涯学習課）ホームページ http://www.city.gamagori.lg.jp/unit/gakushu/  TEL 0533-66-1168 

バックナンバーをホームページに掲載しております。 
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◆不登校やひきこもりの原因は何だろうか？ ～青少年問題協議会 意見交換会より～◆ 

意見交換会に先立ち、小中高校の不登校・ひきこもりの現状について報告したところ、「原

因は何だろうか。原因が分かれば対策ができるのだが。」との質問が寄せられました。 

学校の先生方からは、「原因は人それぞれで違い、このケースはこうすればよいと 

いったものはない」との回答でした。それでは、どうするのがよいのでしょうか。 

不登校やひきこもりを選んだ子が、再び1歩を踏み出すには、大きな力が必要となります。

それを支えるのが、親をはじめとする「おうちの人」の役割です。ところが、保護者はこの 

８月の補導予定 

大塚班  6日(土)西大塚ふれあい活動 

     6日(土)相楽ふれあい活動 

三谷班 18日(木)13:30三谷公民館 

蒲郡班  5日(金)16:30勤労福祉会館 

中部班 25日(木)16:00 ｱﾋﾟﾀｻｰﾋﾞｽｶｳﾝﾀｰ 

塩津班   夏休み中 各自補導 

形原班 21日(日)19:00春日浦公園駐車場 

西浦班 13日(土)～15日(月)19:30 

盆踊り(西浦小学校校庭) 
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◆今年は「青少年を守る都市宣言」制定50周年◆ 

昭和41年5月18日、蒲郡市議会にて、「青少年を守る

都市宣言」が決議されました。少年補導人員が戦後2番目

のピークを迎えるなど、青少年の非行化が全国的に社会問

題となる中、大人と青少年が信頼しあい、青少年の健全育

成を大人の責任として行うために、家庭、学校、職場と地

域社会で環境を整えていこうというのが趣旨でした。 

決議から50年が経過し、少年補導件数は蒲郡市を始め、

ここ数年かなり落ち着いた様子を見せています。青少年健

全育成への取り組みの成果が現れているようです。 

もしかしたら、スマートフォンやインターネットの普及

により、必要以上に外を出歩かなくなったことが影響して

いるのかもしれません。情報化の進んだ現代こそ、共同作

業や自然体験活動、世代を超えた人とのふれあいが、 

青少年健全育成のために必要と言われています。 

どうぞ、これからもご協力よろしくお願いします。 

◆編集後記◆ 液晶画面から出るブルーライトが、加齢黄斑変性症という目の病気を引き起こす可能性

があると養護の先生から聞きました。失明原因の第 4位ですが、主に70歳代のお年寄りがかかる病気 

で、初耳の方も多いと思います。水晶体に濁りのない子どもが至近距離でスマホを見続けたり

すると大人よりも影響が強く、発症年齢が早まることが懸念されるそうです。失明怖いですね。 
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悩みを一人抱え込んでしまい、動

けなくなることが多いそうです。 

悩みを抱えた保護者の気持ちに

共感し、支援し、孤立させないこ

と。問題を抱えている子に何がで

きるか、親、周り、学校が協力し

て考えていくことが大切。そんな

意見が出ました。 

もし、皆さんの周りで悩みを抱

えた保護者さんが見えましたら、 

ぜひ相談窓口を   ご紹介ください。

＜＜＜＜子子子子ども・ども・ども・ども・若者相談窓口若者相談窓口若者相談窓口若者相談窓口＞＞＞＞    

開設日開設日開設日開設日 月･水･金 午前9時～午後4時 

場所場所場所場所 生命の海科学館内 

専用電話専用電話専用電話専用電話 0533-95-3100 

少年補導人員（←左目盛） 

万人 ％ 

人口比（右目盛→） 

少年補導人員（刑法犯）と人口比の推移（全国・警察庁） 

昭和40年頃 


